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平
成
二
十
年
六
月
十
四
日
、
午
前
八
時
四
三
分
頃
岩

手
県
内
陸
南
部
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
七
・
二
の
大
地
震

が
発
生
し
た
。「
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
」
で
あ
る
。
宮

城
県
栗
原
市
で
も
最
大
震
度
六
強
を
観
測
。
こ
の
地
震

大
自
然
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
挑
む
！

既設の鋼製セル堰堤に接して3基目の堰堤構築が進む。栗駒山は日本二百名山のひとつに挙げられる秀峰だが5年前、その美しい山麓の一部が崩落、
土石流となって甚大な被害をもたらした。堰堤は下流の人々の生命と財産を守る重要なインフラとなる。

最終的には迫川両岸100ｍにわたって4基の鋼製セルを設け砂防堰堤を構築する。右岸で3基目の構築が始
まっていた。

土石流感知セン
サーの設置はも
ちろん、監視員
も常時目視で安
全確保に目を光
らせている。現
場では不測の事
態に備え万全の
管理体制を敷い
ている。

地
震
、豪
雨
に
見
舞
わ
れ
た
河
川
は
、

自
ら
削
り
取
っ
た
土
砂
に
よ
っ
て
そ
の
流
れ
を
止
め
る
。

堆
積
し
た
礫
、岩
、流
木
は
天
然
の
ダ
ム
と
な
っ
て
川
水
を
湛
え
、

い
つ
し
か
決
壊
、土
石
流
と
な
っ
て
下
流
の
町
を
襲
う
。

想
像
を
超
え
た
自
然
の
力
が
牙
を
む
い
た
そ
の
と
き
、人
間
は
無
力
だ
。

し
か
し
、だ
か
ら
こ
そ
土
木
は
自
然
の
力
に
立
ち
向
か
う
。

深
遠
な
山
奥
に
、生
命
と
暮
ら
し
を
守
る
砂
防
堰
堤
の
現
場
が
あ
っ
た
。

自
然
の
力
に

毅
然
と
対
峙
す
る

砂
防
堰
堤
の
現
場

栗
駒
山
系
迫
川
湯
浜
地
区
砂
防
堰
堤
工
事

Site Discovery
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文：槌田波留基　写真：特記以外は西山芳一

た
す
ら
車
で
走
り
抜
き
、
よ
う
や
く
詰
所
に
た
ど
り
着

い
た
。「
山
奥
」
と
い
う
言
葉
が
こ
れ
ほ
ど
似
合
う
現
場

も
な
い
だ
ろ
う
。「
固
定
電
話
も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
携
帯

電
話
は
圏
外
。
衛
星
回
線
を
使
わ
な
け
れ
ば
外
部
と
の

連
絡
は
不
可
能
で
す
。
私
自
身
は
本
当
は
シ
テ
ィ
ボ
ー

イ
な
ん
で
す
け
ど
ね
」
と
、
笑
い
な
が
ら
迎
え
て
く
れ

た
の
は
㈱
本
間
組
の
寺
島
勝
利
所
長
だ
。
昨
年
八
月
か

ら
こ
の
地
で
第
三
期
と
な
る
湯
浜
砂
防
堰
堤
工
事
を
担

当
し
て
い
る
。
全
期
に
わ
た
っ
て
直
径
二
三
〜
二
八
㍍

の
鋼
製
セ
ル
四
基
に
よ
る
堰
堤
を
構
築
し
、
押
し
寄
せ

る
土
砂
を
受
け
止
め
る
。
現
場
に
は
既
に
左
右
両
岸
に

一
基
ず
つ
鋼
製
セ
ル
が
組
ま
れ
て
い
る
。
巨
大
な
円
筒

が
鎮
座
す
る
風
景
は
、
山
間
に
築
か
れ
た
神
殿
の
よ
う
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工事概要

に
よ
り
一
七
名
が
死
亡
、
行
方
不
明
者
六
名
、
住
宅
被

害
は
約
二
、七
〇
〇
戸
に
達
し
た
。
人
的
被
害
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
こ
の
地
震
の
特
徴
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の

が
甚
大
な
土
砂
災
害
だ
っ
た
。
栗
原
市
の
駒
ノ
湯
温
泉

で
は
従
業
員
、
宿
泊
客
九
名
が
土
石
流
に
巻
き
込
ま
れ
、

う
ち
七
名
が
懸
命
の
救
出
、
捜
索
活
動
に
も
か
か
わ
ら

ず
犠
牲
と
な
っ
た
。
市
の
北
西
部
に
そ
び
え
る
栗
駒
山
、

そ
の
山
麓
を
流
れ
る
清
流
「
迫

は
さ
ま

川が
わ

」
が
牙
を
む
い
た
の

だ
。
地
震
に
よ
り
崩
落
し
た
土
砂
が
土
石
流
と
な
っ
て

下
流
の
旅
館
を
一
挙
に
飲
み
込
ん
だ
。

　

行
政
の
対
応
は
早
か
っ
た
。
宮
城
県
は
翌
々
日
に
国

に
対
し
緊
急
対
策
を
要
請
、
国
土
交
通
省
は
直
ち
に
直

轄
砂
防
災
害
関
連
緊
急
事
業
を
採
択
し
、
周
辺
地
区
全

域
で
、
大
規
模
な
崩
壊
で
形
成
さ
れ
た
天
然
ダ
ム
の
緊

急
対
策
工
事
に
着
手
し
た
。
ポ
ン
プ
排
水
、
通
水
を
行

っ
た
結
果
、
被
災
一
カ
月
後
の
大
雨
で
も
大
き
な
被
害

は
回
避
で
き
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
緊
急
対
策
工
事
に
よ
り
栗
駒
山
系
の

防
災
が
完
了
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
と
き
か
ら
五

年
、
防
災
工
事
は
現
在
も
継
続
さ
れ
て
い
る
。
特
定
緊

急
砂
防
事
業
に
よ
り
砂
防
堰
堤
を
つ
く
り
渓
流
を
保
全

す
る
の
だ
。
ま
さ
に
大
自
然
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
対
峙
す

る
現
場
が
今
も
動
い
て
い
る
。

　

訪
れ
た
湯
浜
地
区
に
あ
る
施
工
現
場
は
、
栗
駒
山
南

麓
、
湯
浜
温
泉
と
湯
ノ
倉
温
泉
の
中
間
に
位
置
す
る
Ｖ

字
型
の
渓
谷
地
帯
だ
。
栗
駒
山
の
蛇
行
す
る
山
道
を
ひ

山
奥
に
築
か
れ
た
鋼
製
の
神
殿
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ル
セ
メ
ン
ト
を
有
効
利
用
し
た
施
工
だ
。
山
の
崩
落
に

よ
り
発
生
し
た
土
砂
材
と
セ
メ
ン
ト
を
現
地
の
土
質
改

良
機
で
攪
拌
し
砂
防
ソ
イ
ル
セ
メ
ン
ト
を
製
造
。
こ
れ

を
キ
ャ
タ
ピ
ラ
付
ト
ラ
ッ
ク
で
施
工
場
所
ま
で
運
搬
、

敷
き
均
し
、
転
圧
し
て
基
礎
を
造
成
し
、
構
造
物
を
構

築
す
る
。
寺
島
所
長
は
「
発
生
土
砂
を
資
材
と
し
て
有

効
利
用
す
る
。
山
奥
の
現
場
に
は
う
っ
て
つ
け
の
工
法

で
す
。
こ
の
現
場
で
は
よ
り
均
等
な
混
合
が
可
能
な
改

良
機
を
導
入
し
ま
し
た
」
と
説
明
す
る
。

　

五
年
前
と
は
い
え
災
害
を
引
き
起
こ
し
た
現
場
で
あ

る
。
施
工
中
に
斜
面
の
崩
落
や
天
然
ダ
ム
の
決
壊
が
な

い
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
安
全
対
策
も
徹
底
し
て
練
ら

れ
て
い
る
。「
上
流
の
急
斜
面
に
不
安
定
な
箇
所
が
あ

自然は大きな牙を持っています。
その牙が人間に向けられたとき、

想像を超えたエネルギーを前に我々は
無力です。しかし、だからこそ土木事
業は必要なのだということを身をもっ
て認識することができました。
　着工直後に自然の猛威を目の当たり
にして茫然自失。その恐怖感、喪失感
は言葉では言い表せないものがありま
した。ですからこの堰堤がなければさ

らに大きな災害に見舞われたとき、
人々の暮らしを、町を守ることはでき
ないという現実が容易に想像できます。
　土木には「段取り8分」という言葉が
あります。事前の計画と確固たるコン
セプトが重要であるということです。
加えて、私は不測の事態に備え常に問
題意識をもって施工に携わってきまし
た。この現場はそうした仕事に向う姿
勢の本当の意味を教えてくれています。

Q あなたがこの現場で発見したことは何ですか？

A

株式会社 本間組
栗駒山系迫川湯浜地区砂防堰堤工事
現場代理人

寺島勝利
Katsutoshi Terajima

る
ん
で
す
。
広
い
範
囲
に
ク
ラ
ッ
ク
が
み
ら
れ
る
の
で
、

斜
面
の
崩
落
に
備
え
伸
縮
計
を
設
置
し
て
常
時
監
視
し

て
い
ま
す
」
と
寺
島
所
長
は
語
る
。
同
様
に
天
然
ダ
ム

に
も
水
位
計
を
置
き
、
土
石
流
の
兆
候
を
感
知
し
た
場

合
は
即
座
に
現
場
内
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
響
く
。
毎
月
、

そ
の
時
々
の
状
況
に
即
し
た
避
難
訓
練
も
欠
か
さ
な
い

と
い
う
。
荒
々
し
く
崩
れ
た
山
肌
、
水
を
湛
え
た
天
然

ダ
ム
、
し
か
し
、
そ
の
見
た
目
以
上
に
緊
張
し
た
現
場

な
の
だ
。

　

詰
所
か
ら
谷
底
の
施
工
現
場
ま
で
の
移
動
に
は
4
Ｗ

Ｄ
の
車
が
欠
か
せ
な
い
。
工
事
用
道
路
は
人
力
で
の
往

来
が
困
難
な
ほ
ど
急
峻
だ
。
轍
に
ハ
ン
ド
ル
を
取
ら
れ

車
が
大
き
く
揺
れ
る
。
運
転
し
な
が
ら
寺
島
所
長
が
教

え
て
く
れ
た
。「
詰
所
と
現
場
の
標
高
差
は
お
よ
そ

二
〇
〇
㍍
あ
り
ま
す
。
詰
所
付
近
が
雨
や
霧
で
も
、
現

場
は
晴
れ
て
い
た
り
…
。
山
の
天
気
は
変
わ
り
や
す
い

で
す
か
ら
ね
」。
舌
を
噛
ま
な
い
か
と
心
配
に
な
る
。

　

現
場
は
十
一
月
か
ら
翌
春
ま
で
積
雪
の
た
め
閉
鎖
さ

れ
る
。
雪
解
け
を
前
に
、
四
月
か
ら
除
雪
、
仮
締
切
り
、

本
体
掘
削
と
進
捗
し
、
取
材
し
た
七
月
上
旬
は
、
基
礎

造
成
が
終
盤
を
迎
え
、
新
た
な
堰
堤
の
構
築
、
Ｉ
Ｎ
Ｓ

Ｅ
Ｍ
工
法
に
よ
る
枠
内
の
中
詰
が
始
ま
っ
て
い
た
。

　

現
在
、
順
調
に
進
捗
す
る
現
場
だ
が
、
着
工
し
た
直

後
に
大
き
な
試
練
を
経
験
し
て
い
る
。
昨
年
九
月
三
十

日
、
東
北
地
方
に
接
近
し
た
台
風
一
七
号
に
よ
る
大
雨

で
上
流
の
天
然
ダ
ム
の
一
部
が
決
壊
し
た
の
だ
。
現
場

に
流
入
、
堆
積
し
た
土
砂
は
約
三
万
立
方
㍍
、
大
型
ダ

ン
プ
六
、〇
〇
〇
台
分
に
達
し
た
。
二
カ
月
か
け
て
積

み
上
げ
て
き
た
一
、〇
〇
〇
袋
の
土
の
う
が
す
べ
て
流

さ
れ
、
道
路
も
崩
壊
。
現
場
は
着
工
前
よ
り
惨
憺
た
る

状
況
に
陥
っ
た
。「
そ
の
喪
失
感
た
る
や
数
日
間
何
も

考
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
で
し
た
が
、
降
雪
期
が
迫
っ
て
い

ま
す
。
現
場
一
丸
と
な
っ
て
土
日
を
返
上
、
復
旧
作
業

に
あ
た
り
ま
し
た
。
日
曜
日
深
夜
の
こ
と
で
し
た
か
ら

人
的
被
害
が
無
か
っ
た
こ
と
が
唯
一
の
救
い
で
し
た

ね
」
と
寺
島
所
長
は
振
り
返
る
。

　

こ
の
苦
境
を
乗
り
越
え
ら
れ
た
の
も
現
場
の
結
束
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
だ
ろ
う
。
取
材
時
の
現
場
の
ム
ー
ド

も
極
め
て
明
る
か
っ
た
。
寺
島
所
長
は
二
〇
名
以
上
の

ス
タ
ッ
フ
を
役
職
、
年
齢
に
関
わ
ら
ず
「
さ
ん
付
け
」

で
話
し
か
け
る
。「
自
分
自
身
『
お
い
っ
』
と
呼
び
か
け

ら
れ
る
よ
り
『
寺
島
君
！
』
の
方
が
嬉
し
い
で
す
か
ら

ね
」。
山
奥
で
奮
闘
す
る
シ
テ
ィ
ボ
ー
イ
は
そ
う
言
っ

て
屈
託
無
く
笑
っ
た
。

堰堤の内側でINSEM工法によるソイルセメントの中詰作業がていねいに施されていく。
中央の2基の鋼製セルは14.5ｍの高さまで部材を組み上げて構築する。

一帯は高原気候で夏場の平均気温は20度
と過ごしやすいが、冬季は-3度、積雪も1
ｍを超え、現場にいたる県道は閉鎖され
る。まさに“越冬”する現場だ。

生コン車での資材搬入が困難なため、コンパクトな「プラント」が現場内
に設置された。発生土砂はこの自走式土質改良機によりセメントと均等
に攪拌混合され、基礎造成、構造物構築の資材として有効活用される。

だ
。「
当
社
は
平
成
二
十
二
年
の
一
期
工
事
で
左
岸
の

セ
ル
を
建
設
し
ま
し
た
。
今
回
の
三
期
工
事
で
は
残
る

中
央
部
の
一
部
の
構
築
を
担
当
し
ま
す
」。

　

大
自
然
を
相
手
に
す
る
、
あ
る
意
味
特
殊
な
現
場
で

あ
る
。
こ
の
工
事
を
完
工
ま
で
導
く
た
め
に
招
聘
さ
れ

た
の
は
一
期
工
事
で
経
験
を
積
ん
だ
ス
タ
ッ
フ
だ
。

「
栗
駒
を
熟
知
し
て
い
る
担
当
者
が
再
度
結
集
し
、
万

全
な
施
工
、
管
理
体
制
を
も
っ
て
現
場
に
臨
ん
で
い
ま

す
」
と
寺
島
所
長
。
こ
の
現
場
の
陣
容
に
寄
せ
る
信
頼

の
高
さ
、
現
場
の
一
体
感
が
言
葉
の
端
々
に
滲
ん
で
い

る
。

　

本
間
組
は
こ
の
三
年
前
の
一
期
工
事
に
先
立
ち
、
平

成
十
六
年
の
新
潟
中
越
地
震
の
際
に
も
天
然
ダ
ム
に
起

因
す
る
災
害
復
旧
工
事
で
実
績
を
残
し
て
い
る
。
同
種

の
工
事
に
お
い
て
高
い
評
価
を
得
て
き
た
。
砂
防
ソ
イ

自
然
の
猛
威
を
目
の
当
た
り
に
し
た
現
場

緊
張
と
隣
り
合
わ
せ
の
施
工

崩落した土砂、岩を大きさごとに選別し、土質改
良機に搬送する。ダム建設でいう原石山だ。


